
 

 

 

 3年生が卒業し、校内も寂しくなりましたね。１・２年生は、あと少し進級に向けて頑張りましょう！ 

さて、暖かい日も出てきた反面、花粉が飛ぶ季節となりました。花粉症に苦しむ人も多いのではないでしょう

か。新年度も元気に登校ができるように花粉対策・これまでの生活について見直してみましょう。 

 

花粉症はどうしてなるの？ 

・花粉症は花粉に対するアレルギーです。 

・花粉が体内に入ると、からだがそれを異物と認識し、この異物（抗原）に対する抗体を作ります。 

・個人差はありますが、数年から数十年かけて花粉をくり返し浴び、抗体の量が増加すると、くしゃみや 

鼻水、目のかゆみや涙目などの花粉症の症状が出現するようになります。 

・まだ花粉症になっていない方が、花粉をできるだけ避ける（暴露を防ぐ）ことで、将来の発症を遅らせること

も重要です。 

花粉症はいつ多くなるの？ 

・花粉の飛散する時期は、花粉の種類によって異なります。 

・スギ花粉については、2～4月頃に飛散します。 

・昼前後と夕方に多く飛散し、以下のような天気になると、花粉が特に多くなります。 

 

 

 

 

 

どうすれば花粉症を予防できるの？ 

１） 花粉を避ける 

□顔にフィットするマスク、メガネを装着しましょう。 

□花粉飛散の多い時間帯（昼前後と夕方）の外出を避けましょう。 

２） 花粉を室内に持ち込まない 

□花粉が付きにくく露出の少ない服装を心がけましょう 

※ウール素材の衣服を着用することは避けた方がよい。 

※体に花粉が付着することを避けるため、なるべく肌の露出は避ける。 

□手洗い、うがい、洗顔で花粉を落としましょう。 

□換気方法を工夫しましょう。 

※窓を開ける幅を狭くし、レースカーテンをすることで 

屋内への花粉の流入を減らすことができます。 

※床の掃除を励行し、カーテンは定期的に洗濯してください。 

□洗濯物や布団の外干しを控えましょう。 

受診のタイミング 

・毎年、花粉の症状が出る方は、本格的な花粉飛散開始の 1週間前までには、医療機関や薬局を活用してお薬を

準備し、使用を開始しましょう。（症状が軽いときのお薬の開始が重要です！） 

・なお、これまで花粉症と診断されていなくても、くしゃみ等の花粉症と思われる症状が出た方は、早めに医療

機関で花粉症かどうか診断を受けましょう。 
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唐津商業 保健室 

① 晴れて、気温が高い日 

 

②空気が乾燥して、風が強い日 

 

③雨上がりの翌日 

    

参考：厚生労働省・環境省，花粉症対策リーフレット 



 

 

スポーツ振興センター災害共済給付制度の利用について 

 学校の登下校や部活で、怪我や熱中症等になった場合の給付制度です。該当者は、保健室まで申し

出てください。申請には期限があります。書類が未提出の生徒は、早めに準備をお願いします。 


